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１
０
０
０
万
円
で
は
思
う
よ
う
な
事
業

が
行
え
な
い
こ
と
は
多
い
。
事
業
が
始

ま
っ
て
も
事
業
計
画
ど
お
り
に
進
ま

ず
、
軌
道
に
乗
る
前
に
資
金
が
枯
渇

し
、
廃
業
に
至
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。

　

そ
こ
で
、
創
業
時
だ
け
で
な
く
事
業

開
始
後
の
資
金
繰
り
も
よ
り
支
援
で
き

る
よ
う
、
手
元
資
金
な
し
に
１
０
０
％

保
証
を
受
け
ら
れ
る
限
度
額
が
、
現
行

の
１
０
０
０
万
円
か
ら
２
０
０
０
万
円

に
拡
充
さ
れ
た
。
開
業
後
も
十
分
な
資

金
を
確
保
で
き
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
と

期
待
で
き
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
創
業
融
資
の
相
談
増
加

が
予
想
さ
れ
る
が
、
安
易
で
高
リ
ス
ク

の
案
件
も
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事

業
計
画
書
の
作
成
支
援
や
、
実
現
可
能

性
が
高
い
計
画
内
容
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を

ぜ
ひ
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
。

小
規
模
事
業
者
へ
の

支
援
拡
充

2
　

中
小
企
業
者
の
中
で
も
特
に
小
規
模

事
業
者
（
従
業
員
20
人
以
下
、
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
）
は
、
経
営

基
盤
が
弱
い
た
め
、
経
営
が
急
変
す
る

と
正
常
な
状
態
ま
で
回
復
す
る
に
は
長

期
間
を
要
す
る
可
能
性
が
高
い
。
金
融

機
関
と
し
て
も
そ
れ
が
支
援
へ
の
ネ
ッ

ク
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

い
く
ら
事
業
性
評
価
融
資
や
期
中
管

理
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
て
も
、
金
融

機
関
と
し
て
は
プ
ロ
パ
ー
融
資
に
消
極

的
と
な
り
、
保
証
協
会
付
き
融
資
が
中

心
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
一
度

悪
化
し
た
経
営
を
立
て
直
す
た
め
の
資

金
調
達
が
困
難
と
な
り
、
経
営
再
建
は

長
期
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

地
域
金
融
機
関
の
取
引
先
の
多
く
は

小
規
模
事
業
者
で
あ
り
、
中
に
は
多
額

の
借
入
金
残
高
に
達
し
て
い
る
た
め
、

新
た
な
資
金
調
達
が
困
難
と
考
え
て
い

る
取
引
先
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
こ

う
し
た
小
規
模
事
業
者
の
経
営
の
立
て

直
し
に
向
け
た
資
金
需
要
に
応
え
る
た

め
、
現
行
の
保
証
限
度
額
１
２
５
０
万

円
を
２
０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
な
お
、
保
証
割
合
は
１

０
０
％
で
継
続
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
す
で
に
多
額
の
借

入
金
が
あ
る
・
あ
る
い
は
経
営
悪
化
に

陥
っ
て
い
る
小
規
模
事
業
者
で
も
、
経

営
改
善
の
た
め
の
新
た
な
資
金
調
達
が

行
い
や
す
く
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

な
お
、
小
規
模
事
業
者
の
場
合
、
経

営
改
善
の
専
門
家
と
契
約
す
る
資
金
的

余
裕
が
な
い
こ
と
も
多
い
。
し
た
が
っ

て
、
金
融
機
関
は
資
金
調
達
支
援
だ
け

で
な
く
、
調
達
し
た
資
金
を
経
営
改
善

に
活
用
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

が
望
ま
し
い
。

事
業
承
継
の
資
金
需
要
に
も 

き
め
細
か
な
対
応
が
可
能
に

危
機
関
連
保
証
の
創
設

3
　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５
号
の
対
象
業

種
の
拡
大
で
対
応
が
な
さ
れ
た
。
し
か

し
、
対
象
業
種
の
指
定
に
は
一
定
の
調

査
期
間
が
必
要
で
、
全
業
種
を
対
象
と

す
る
の
に
１
年
半
を
要
す
る
な
ど
問
題

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
後
大
規
模
な

経
済
危
機
や
大
災
害
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
、
業
種
・
地
域
を
問
わ
ず
原
則
１

年
（
最
大
２
年
）
と
期
限
を
区
切
り
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
危
機
関
連
保
証
が

創
設
さ
れ
た
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大

震
災
時
、
資
金
繰
り
の
悪
化
で
苦
労
し

た
経
験
の
あ
る
取
引
先
は
多
い
だ
ろ

う
。
今
後
も
し
同
様
の
危
機
が
発
生
し

０
１
７
年
６
月
に
中
小
企
業
信

用
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
２
０

で
、
中
小
企
業
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
て
今
ま
で
以
上
の
支
援
が
で
き

る
よ
う
、「
保
証
制
度
の
創
設
や
支
援

拡
充
」
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
「
金
融

機
関
と
の
連
携
強
化
」
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

創
業
支
援
の
拡
充

1
　

創
業
支
援
は
政
府
系
金
融
機
関
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
民
間
金
融
機
関
も
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
手

元
資
金
や
信
用
力
で
課
題
が
あ
る
ケ
ー

ス
も
多
く
、
過
去
の
財
務
デ
ー
タ
も
な

い
こ
と
か
ら
、
融
資
に
は
消
極
的
と
な

っ
て
し
ま
う
案
件
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

創
業
者
か
ら
し
て
も
、
自
己
資
金
が

あ
る
程
度
あ
っ
て
も
、
現
行
の
保
証
枠

２
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1

取
引
先
に
伝
え
た
い
今
回
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

大
き
く
見
直
さ
れ
る

信
用
保
証
制
度
の
改
正
内
容

瀬
野
正
博
経
営
革
新
等
支
援
機
関

有
限
会
社
エ
ム
・
エ
ヌ
・
コ
ン
サ
ル

　

本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
改
正
信
用
保

証
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

覚えて
おきたい

●中小企業者の各ライフステージに応じた信用保証協会による支援内容

拡大期 再生期

経営改善

持続的発展 再チャレンジ
承継

撤退

創業期

事
業
規
模

危
機
時

①創業支援の拡充
手元資金なく100％保証を
受けられる限度額の拡充

信用保証協会と金融機関との連携。金融機関が事業性評価融資を行い、その後の適切な期　　　　　　　中管理・経営支援を実施することを求める

④事業承継の一層の円滑化
後継者個人が事業承継に必要な
資金を調達できる保証制度の創設

⑤円滑な撤退支援
円滑な撤退に必要な
資金調達を支援する
保証制度の創設

③危機関連保証の創設
大規模経済危機などへの備えとして、
新たなセーフティネット保証を創設

②小規模事業者
　への支援拡充

経営改善・事業
再生を促す保証
メニューの充実、
抜本再生の円滑
化を進める

失敗した場合で
も再チャレンジ
がしやすい環境
を整備

１
８
年
４
月
か
ら
改
正
後
の
信
用
保
証

制
度
が
施
行
さ
れ
る
。
今
回
の
改
正


